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第32回海事資料館調査報告(平成4年度)
平成 4年度の海事調査は、平成 5年 1月23日
から24lにわたって芥川県の高松、琴平の両地
で行った。調査先は、瀬戸内海艇史民俗資料館
( 1 ~ ;)松djf{1ノ'j，lIfl412-2)、金))比羅出博物館一号
館宝物館(1寺川県仲多度郡琴平町892)及び海の
科'三館(/Ji]953) である O
瀬戸内海歴史民俗資料館
本資料館への足の便はやや悪い。利用案内に
よると 1")松駅からはパスで30分それから登り坂
を徒歩で25分とある D 今11はタクシーで約40分
かかった。 しかし 、備漬j頼fiが一望できる瀬戸
内海凶 ι公|納付の;;~&H券地 li色合にあり 、資料館
に着いてし まえば交通の便の悪さもすっかり忘
れてしまう 。 本針;は ~íJ也の行を使った石積みを
J針I，~j とした建物でh'fJ り の環境によく調和 してお
り、Il({手lJ501ドに日本建築示会賞を受賞している
が、案内 していただいた資料館の織野英史氏は
下会賞をいただ くような建物は資料館とし ては
仰いにくいものですよと謙遜しておられた O
HIi手1611ドに発行されたこの資料館の立派な総
介案内によると、本自'点(まj頼〆内文化の所!主で、あ
る貴-重な ;-11・、 If，モ!と、民俗の資料を収集、保管
し 、総 {~(I/'J な淵宣研究 を 行い、 それらの成果 を
什引こ公開することに よって郷土の/f，正史と文化
l!-tに付するIiZ識を深めることを 目的として、香
川県が文化}Jこの補助金を受けて昭和48年に設_¥，に
されている。以集資料は59.000点 を超 え、展示
している2.300点余を除いですべて昭和55年に完
成 した似蔵州に整坦、保符されている O これら
の資料の |人J 2 . 843 ，l，'.i.の ìf~\15~' H~共がìlRflJ 52年に国の
長安イJ形民俗文化財に指定されている D
11ιJ~ は :Ji - e主から第八三〈までの常設展示と第
九、 /-主の特月1]11ιJ~ か ら /J文 って おり、この室の
/11員に11るともとの!L:関に，;るようにな っている D
ぷ |渇 から 日 -~~ヘ向かう 中央ホ ー ルにはその両
f!/IJに綻や小形木造j魚船などが並んでおり 、その
内の -つは:k.f，I，日の入り組んだ湾内で突き漁や海
必の抹 t長ーな どに !日~ )られた全長7.6m、最大幅
1.3m のイカダブネがJ~ ;J~ され て いる O これは 7
本の杉九太をキHんで低いあふりをつけた原始的
な船で、船の源流を探る上で、貴重な資料であり、
l百iじようなものが大韓民国の済川島でも使用さ
れているとある O
図1 イカダブネ
最も広い第一室は 民俗部門で、 一階は「海の
暮らしと祈り」というテーマで、中央に全長
12.5m、幅3.0mの真網船 (まあみぶね)がでん
と置かれている C この船は逆綱船 (さかあみぶ
ね)と呼ばれる船ととも に、マダイを長さ1.400
mにも むよぶ大綱で凶いとるタイシパ リ創出魚の
中心となる船で、総トン数 7トン、船出にオタ
フクのトモカザリが彫られている O
図2 真網船 (まあみぶね)
この室のl叶りの壁には漁師や船乗りの祈りを
示すオオ夕、マサン(綱に出る大漁の神様)、リョ
ースケサン(タイ制止が大j魚の神様としてオオ
ダマサンとともに床の間にむ杷り していた人形)、
エベスサン 、フナダマサ ン(船の守議室のこと)
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や、アサリとりのゲタやショレ/など種々の漁
具、そして船大工の技術を示す板l刈・墨人れ用
具・船釘などが展示されている。
この主の中二階は、農業関係の資料で農作業
の道具が整然と展示されている。特にHをヲ|く
のは、大‘井からfiりドげられたつラで作られた
大きな竜である。これは一年を通じて水lこ悩む
ことの多かった瀬戸内の農村で雨乞いの時に用
いられたもので、大きな目を見聞き、今にも空
へ飛び"J:がりそうな感じを抱かせる竜である。
第二室から第凹室までが暦史部門で「近世瀬
μ内海と讃岐」というテーマの室で、構造的に
も寸法的にも正確な重要有形民俗文化財の後期
北前型弁財船雛型(1865年金毘羅に奉納)や表
菱垣廻船雛型 (1796年同)などが展示されてい
る。ここにも船絵馬が多く宣伝られているが、特
に明治以降に多く奉納された海難の絵馬が上iに
つく O 積み荷の米伎を海ヘ捨てる荷打ちをして
いる給品や、 "iH年海難に会いロープを流すと少
しでも船が安定するといわれてむり二本マスト
の洋式船の後ろにロープを流している絵馬や、
マリアがキリストを抱いて船を守っている旧教
国(スペイン)の海維の絵馬会どがある。
また、近世大名の持主寺用船(御座船・御汀
船)の凶而等の資料も展示されてむり、特に高
松藩御庄町 I飛龍丸」の資料は後述の琴平海洋
会館がその復元模型を制作するときに大変参考
にされたことが人手文献・資料(3)に記されてい
るO
第五室から第八宝までが考古部門で「瀬戸内
のあけぼの」というテーマで、細石械や細行刃
等の!日石器、壷や炭化米や石包 r等の縄文時代
遺跡、銅鐸や制実IJ等弥生時代の鉄6~ と青銅器、
さらに陶相や』武器・工H-等の道山支の古墳文化を
代表する多数のtI¥土品が展示されている。
金万毘羅宮絵馬堂及び宝物館
こんぴらさんの絵15堂は寛延元年に建てられ、
二棟ともに絵Jらや流し樟、大i魚旗などがところ
狭く1Mげられている。あまりにも有名でここで
は特に説明する必要はなさそうである O
宝物館は「金毘維庶民信仰資料自L とも呼ぶ
ようで、説明していただいた金刀毘経由博物館
の山本健氏によると、ここに展示されている資
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料はすべて奉納されたものである。刀剣類、掛
軸、巻物、府!氏、焼物などが整然と展示されて
いる。大変驚いたのは、宝物館の隣のお願いし
て聞けていただいた「金毘羅庶民信仰資料収蔵
庫」の資料を見たときである。何十般という和
船模型が並んでおり、その付近に大j魚、旗や流し
樽が置かれている。また、船絵馬が多数無造作
に床に立て掛けられたり、寝かされたりしてい
るO 大きな四爪碇も卜本ほど立てである O 今[1
は時間が無いためにゆっくりと見ることが出来
なかったが、和船模型などは日を改めていつか
じっくり鑑賞したいものである。
琴平海洋会館「海の科学館」
金刀毘羅直参道 785段の石段登り口から22段
口のところにこの海の科学館がある。 1階には
平成 2年3月に竣工した立派な御座船「飛龍九」
の1/10の復元模型が大きなガラスケースに納め
られている O 実船の、1'1:去は、全長約32.0m、全
幅約8.2m、深さ約2.3mである。この館の展示
品は、 耐空の人が荷台のことが楽しくわかるよう
いろいろ工夫されている。 例えば、舵輪をlL1Jす
とそれに応じて実際にブリ yジが左右に動いた
り、スクリーンを見ながら船をi巷から1+'1すいわ
ゆる操船シミュレータまがLミのものがある。可
変ピ yチプロペラが油圧によってどのように作
動するかを示す装置などはもはや遊びの域をF也
えている。屋上には沖縄のサパニや太平洋を→
周した日本初のセメントヨ y トなどが置かれて
いる。
おわりに
今凶の海事調査で急、なむ願いにもかかわらず
大変か忙しい中を、案内ゃ r寧会説明をしてい
ただき、さらに資料まで提供して下さいました
瀬戸内海照史民俗資料館(民俗)の織野英史氏、
また金)J毘羅宮博物館の山本 健氏に附くお礼
申し上げます。
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